
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

本市では、2007（平成 19）年３月に「吉野川市男女共同参画推進条例」を制定し、男女共同参画社会の実現

に向けて様々な取組を進めてきました。2019（平成 31）年には「吉野川市第３次男女共同参画基本計画」を策

定し、男女共同参画に関する施策を総合的に推進してきました。 

この間、男女共同参画に関する社会情勢は大きく変化しています。計画期間満了に伴い、新たな課題に対応し

ていくために、アンケート調査や「吉野川市男女共同参画推進委員会」において、市民や事業者の考えを把握し、

専門的見地からの意見を踏まえながら、「吉野川市第４次男女共同参画基本計画」を策定しました。 

なお、本計画の期間は、2024（令和６）年度から 2028（令和 10）年度までの５年間です。 
 

▶ 男女共同参画社会って？ 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

2024（令和６）年３月 

徳島県 吉野川市 

 

男女共同参画社会とは、女性や男性といった性別に関係なく誰もが人権を尊重され、自

らの意思に基づいて個性と能力を十分に発揮できる社会のことです。 

これまでの社会では、「男性が働き女性が家庭を守る」というような性別役割分担意識

によって、女性の社会進出や男性の家庭参加が進まない状況がありました。 

こうした問題を解決するために、国では働く意欲のある全ての女性の活躍を促すための

女性活躍推進法などの法律を制定し、男女共同参画の実現に向けて取り組んでいます。 

第 4
吉野川市 

第 4 次男女共同参画基本計画 

計 画 策 定 に あ た っ て 

概 要 版  

～ 性別にかかわらず すべての人が 個人として尊重される社会の確立～ 



 

2 

 

計 画 の 位 置 づ け  

本計画は、「吉野川市男女共同参画推進条例」の考え方及び「男女共同参画社会基本法」第１４条第３項に基づ

く計画（市町村男女共同参画計画）であり、本市における男女共同参画社会の実現に向けた基本方針並びに具体

的事業等を示すものです。 

なお、女性の職業生活における活躍の推進に関する施策については、「女性の職業生活における活躍の推進に

関する法律（女性活躍推進法）」、生命と人権に関わる項目や女性に対するあらゆる暴力の根絶等に関する項目

については、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）」に基づく市町村基本計

画として位置付けます。 

また、男女共同参画は、教育や福祉、産業などあらゆる分野に関連することから、本市の他計画とも整合を図

り、関係課と連携しながら施策を推進します。 

 

根拠法 

● 男女共同参画社会基本法 

● 女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法） 

● 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法） 

国 

● 第５次男女共同参画基本計画 

● 女性の職業生活における活躍の推進に関する基本方針 

● 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等のための施策に関する基本的な方針 

徳島県 

● 徳島県男女共同参画推進条例 

● 徳島県男女共同参画基本計画（第５次） 

● 配偶者暴力防止及び被害者保護に関する徳島県基本計画 

 

  

【第３期吉野川市地域福祉計画】 

市政運営の理念 「世代を越えて夢紡ぐまち 新・生活創造都市をめざして」 
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吉 野 川 市 の 男 女 共 同 参 画 を め ぐ る 現 状  

１ 人口・世帯の状況  

本市の人口は減少傾向で推移しており、今

後も減少していくことが予測されています。 

また、１世帯あたりの人口数を示す世帯人員

は減少傾向にあり、小家族化が進行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 女性の年齢別就業率  

本市における女性の就業率をみると、

３０歳代前半の「婚姻～子育て開始時

期」に一旦低下し、その後、再び上昇を

みせる「Ｍ字カーブ」の深さは浅くなっ

ていますが、男性と比べると差がみられ

ます。また、徳島県の平均に比べ、２０～

５９歳の女性の就業率は各年齢層とも

に高くなっています。 

 

 

 

 

 
 

３ 男女の平等感の状況  

市民アンケートにおいて男女の各

場面での平等感を尋ねたところ、「学

校教育の場」以外において男性優遇

と感じている割合が高く、その中でも

特に「政治の場」「社会通念やしきた

り・慣習」「社会全体」において男性優

遇の割合が高くなっています。 

 

 

  

【人口の推移と推計（国勢調査）】 
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【男女の平等感の状況（市民アンケート）】 

【世帯構成の推移（国勢調査）】 
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吉 野 川 市 第 ４ 次 男 女 共 同 参 画 基 本 計 画 の 基 本 理 念  
 

 

 

 

 

この基本理念に基づいて、人権の尊重と男女共同参画の理解促進を図るとともに、社会において女性が活躍

する機会を充実します。そして、男女が共に互いを認め合いながら、個人として尊重される、活力のあるまちづく

りを目指します。 
 
 

施 策 体 系  
基本理念の実現に向けて、本市を取り巻く環境や市民の意識・ニーズ等を踏まえ、次の３つの基本目標に基づ

き各施策を推進します。 
 

    

Ⅰ 

固定的性別役割分担を 

解消し、男女共同参画 

社会を実現しよう 

１ 人権の尊重と、男女共同 
参画社会の形成のための 
意識づくり 

１ 人権尊重の環境づくり 

２ 男女共同参画社会の形成のための意識づくり 

２ 男女平等の視点に 
立った学習機会の充実 

１ 男女共同参画を推進する保育・学校教育の充実 

２ 多様な学習機会の提供 

３ 女性活躍推進の環境づくり 

１ あらゆる場（政策・方針決定の場）への女性の

参画推進 

２ 男性の家事・育児・介護等への参画促進 
   

Ⅱ 

職場における男女平等を

実現し、男女がともに 

働きやすい職場環境に 

しよう 

４ 働き方改革の推進 
１ ワーク・ライフ・バランスの環境づくり 

２ 働き方の見直しのための啓発の推進 

５ 男女共同参画を進める 
環境の推進 

１ 子育て支援施策等の充実 

２ 女性の就業支援の促進 

   

Ⅲ 

人権を尊重し、 

誰もが安心して暮らせる

地域社会をつくろう 

６ あらゆる暴力の根絶 
１ ＤＶ、デートＤＶ、児童虐待などの暴力の根絶 

２ きめ細やかな相談支援体制の充実 

７ 生涯を通じた心身の充実 
１ ライフステージに応じた健康支援体制の充実 

２ 母子保健対策の充実 

８ 誰もが安心できる福祉の 
環境づくり 

１ 地域福祉の推進 

２ きめ細やかな生活支援の充実 

３ 性別による困難を抱える人への支援 

９ 男女共同参画の視点に 
立った安全・安心な 
環境づくり 

１ 地域活動における男女共同参画の推進 

２ 男女共同参画の視点に立った防災対策の 
推進 

 

基本目標Ⅰ「基本方針３ 女性活躍推進の環境づくり」、基本目標Ⅱ「基本方針４ 働き方改革の推進」「基本方

針５ 男女共同参画を進める環境の推進」に係る取組は、本市における「女性の活躍推進に向けた推進計画」とし

て位置付けます。 

また、基本目標Ⅲ「基本方針６ あらゆる暴力の根絶」については、「ＤＶ防止法」に基づく「DV 防止市町村基本

計画」として位置付けます。 

基本目標 基本方針 主要課題 

性別にかかわらず すべての人が 

   個人として尊重される社会の確立 
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吉 野 川 市 に お け る 取 組  

基本目標Ⅰ 固定的性別役割分担を解消し、男女共同参画社会を実現しよう 

社会の様々な分野において、依然として男性優遇意識が強い現状を踏まえ、男女共同参画意識の浸透に向け

て、社会通念やしきたり、慣習を見直すなど、意識の改革を促進します。また、学校教育のみならず、家庭や地域

等、様々な機会を通じて、男女共同参画の意識づくりに向けた、多様な学習機会の充実を図ります。 

政策・方針決定過程において、女性の人材育成と活躍の促進を図るとともに、様々な分野における女性の能力

発揮に向けた、参画機会の充実に努めます。 

１ 人権尊重の環境づくり ２ 男女共同参画社会の形成のための意識づくり 

市民や市職員への啓発に努めるとともに、学校や地

域、家庭等と連携した人権教育に取り組みます。 

生命の尊重と思いやりの心を育む「人権の花」運動

や、外国人の人権尊重についても取組を進めます。 

様々な媒体の活用や研修活動等の支援を通じて、男

女共同参画の理解促進に向けた広報に取り組みます。 

市の出版物等については、男女共同参画の視点に立

った表現に努めます。 

１ 男女共同参画を推進する保育・学校教育の充実 ２ 多様な学習機会の提供 

児童・生徒に対する早い時期からの人権・男女共同参

画意識の醸成を図るとともに、男女共同参画の視点に

立った進路指導を行います。 

また、教職員や保育教諭、保護者など、教育に関わる

大人に対しても意識啓発に努めます。 

男女共同参画の視点に立った社会教育の充実や、講

演会等の地域の中での学習に参加できる環境づくりに

取り組みます。 

１ あらゆる場（政策・方針決定の場）への女性の

参画推進 

２ 男性の家事・育児・介護等への参画促進 

市の政策・方針決定過程における女性の参画を進め

るため、審議会等における女性委員の割合の向上や、意

欲と能力のある女性職員の積極的な任用を進めます。 

地域においても女性が方針決定にかかわれるよう、

女性の能力を引き出す支援や、市内企業への「一般事

業主行動計画」策定に向けた働きかけを行います。 

市内企業に対して育児・介護休業法の周知徹底を図り、

男性の育児休業・介護休業の取得促進に取り組みます。 

男性の家庭参画を進めるため、育児講座・介護講座

等に男性も参加しやすい工夫を行います。 
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基本目標Ⅱ 職場における男女平等を実現し、男女がともに働きやすい職場環境にしよう 

職場における男女間の格差の解消や、職場の労働条件の改善、ハラスメントのない職場づくり、女性農業者の

地位向上や経営参画の促進等、事業所等に対する男女共同参画への取組を促進します。 

また、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の実現に向けて、男性の家事・育児への参加促進や、多様な

ライフスタイルに対応した子育て・介護支援等、環境の整備に取り組みます。 

１ ワーク・ライフ・バランスの環境づくり ２ 働き方の見直しのための啓発の推進 

性別にかかわらず、誰もが仕事と家庭の両立を実現

できるよう、時間外勤務の抑制やワーク・ライフ・バラン

ス講座の紹介、多様な情報発信手段を活

用した啓発等を進めます。 

性別にかかわらず、適切な労働条件や処遇が確保さ

れるよう、事業所への情報提供や制度の周知・啓発に努

めます。 

また、あらゆるハラスメント

の防止に取り組みます。 

１ 子育て支援施策等の充実 ２ 女性の就業支援の促進 

保護者のニーズに対応できるよう、子育て支援施策

の充実や保育にかかわる人員の確保、保育サービスの

質の向上に取り組みます。 

また、家族介護者の仕事と介護の両立に向けて、介

護負担の軽減のための支援に取り組みます。 

ライフステージの変化によって仕事を一時中断した女

性への再就職の支援や、女性の退職要因の分析、女性

の起業支援など、働く意思を

持つ女性が活躍できる環境づ

くりに取り組みます。 

 

 について知っていますか 

育児・介護休業法とは、育児または家族の介護を行う労働者の仕事と家庭との両立を目的とした法律です。最

近では 2021（令和３）年に改正されており、2022（令和４）年４月１日以降順次施行されました。 

 

● 育児休業を取得しやすい雇用環境の整備 

● 妊娠・出産（本人または配偶者）の申し出をした労働者に対する個別の周知・意向確認の措置 

● 有期雇用労働者の育児・介護休業取得要件の緩和 

 

● 産後パパ育休（出生時育児休業）の創設 

● 育児休業の分割取得 

 

 

● 従業員数1,000人以上の企業への男性労働者の育児休業取得状況の公表の義務化  

2022（令和４）年４月１日施行 

2022（令和４）年 10月１日施行 

202３（令和５）年４月１日施行 

？？
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基本目標Ⅲ 人権を尊重し、誰もが安心して暮らせる地域社会をつくろう 

ＤＶ、デートＤＶ、虐待等、あらゆる暴力の根絶に向けた取組を推進するとともに、関係機関との連携を強化し、

被害者に対する相談支援体制の充実に取り組みます。 

誰もが健やかに暮らせる社会づくりに向けて、生涯にわたる健康づくりへの支援をはじめ、少子高齢化社会に

おける地域共生の考え方に基づいて、地域福祉を推進します。 

１ ＤＶ、デートＤＶ、児童虐待などの暴力の根絶 ２ きめ細やかな相談支援体制の充実 

あらゆる暴力やハラスメントの根絶に向けて、意識啓

発や防犯活動に取り組みます。 

また、児童虐待の防止と早期発見・早期対応に向けた

支援体制の充実に取り組みます。 

ＤＶ被害者に対する相談支援体制の充実や、被害者

の自立支援に取り組みます。 

必要な時にすぐに相談できるよ

う、ＤＶの相談窓口に関する情報提

供の充実に努めます。 

１ ライフステージに応じた健康支援体制の充実 ２ 母子保健対策の充実 

誰もが地域で健康に暮らせるよう、ライフステージに

応じた健康づくりや食育の支援、に取り組みます。 

また、「性と生殖に関する健康・権利」についての啓発

や、性感染症に関する正

しい知識の普及等に取り

組みます。 

女性が妊娠中・出産後も健康で安心して働き続ける

ことができるよう、また安心・安全に子

どもを産み育てられるよう、総合的な母

子保健事業の推進に取り組みます。 

また、父親が参加しやすい母子健康

事業の提供に努めます。 

１ 地域福祉の推進 

地域の様々な課題に対して、住民協働で解決を目指せるよう、地域福祉の総合的な促進や

支え合い活動の支援を行います。 

また、地域に住む様々な人が活動できるよう、地域活動の担い手育成や参加しやすい環境

づくり、多文化共生社会の実現に向けた支援等に努めます。 

２ きめ細やかな生活支援の充実 ３ 性別による困難を抱える人への支援 

ひとり親家庭や高齢者、障がい者など、支援を必要と

する人に対する生活支援の充実に努めます。 

性差によって困難を抱える女性や、性的マイノリティ

であることで悩みを抱える人への支援を行います。 

１ 地域活動における男女共同参画の推進 ２ 男女共同参画の視点に立った防災対策の推進 

誰もが参加しやすい地域活動を促進するとともに、女

性等多様な視点を取り入れたまちづくり活動の促進に

努めます。 

また、地域での様々な場において、社会通念や慣習にと

らわれず協力して活動できるよう、意識啓発に努めます。 

災害時に多様なニーズに対応できるよう、防災分野

における男女共同参画や、性差や性的マイノリティに配

慮した避難所運営ができるよう取組を進めます。また、

防災意識の向上を促進します。 



 

 

計 画 の 推 進  

１ 庁内推進体制の強化 

全ての職員が男女共同参画社会の意義を理解し、共に

働きやすい職場づくりに積極的に取り組み、庁内組織の

充実・強化を図り、本計画を着実に推進します。 

２ 参画と協働による推進 

市民に広く本計画の内容を周知し、男女共同参画意識

の醸成に努めます。市民・自治会・企業・行政等が緊密に

連携し、それぞれの特徴を生かしたアイデアを出し合いな

がら、全市的な活動展開を目指します。 

３ 計画の進行管理 

ＰＤＣＡサイクルの考えに基づき定期的に点検・評価を

し、計画の進行管理を行います。 

市民等を対象としたアンケート調査を定期的に実施し、

市民の意見や提案を本計画に反映するよう配慮します。 

 

数 値 目 標   
 指標項目 

平成 30 
（2018）年 

令和５ 
（2023）年 

目標値 

１ 
【市民】社会全体における平等意識 

「社会全体」における男女の平等感について「平等」とする市民の割合 
10.9％ 12.7％ 20.0％ 

２ 【中学生】「男女共同参画社会」を「内容まで知っている」割合 6.2％ 9.9％ 増やす 

３ 人権啓発推進をテーマとした研修会や講演会の開催 
30回 
（H29） 

１９回 30回 

４ 
【市民】学校教育の場における平等意識 

「学校教育の場」における男女の平等感について「平等」とする市民の割合 
52.9％ 50.4％ 80.0％ 

５ 
【中学生】学校生活における平等意識 

「学校生活（授業・部活動等）」における男女の平等感について「平等」とする中学生の割合 
59.0％ 64.4％ 100.0% 

６ 社会教育委員への女性の登用推進 31.0％ ２８．6% 35.0％ 

７ 市の審議会等での女性委員の占める割合 31.5％ ３２．９% 40.0％ 

８ 市の管理的職務従事者における女性の割合 16.0％ ２０．０％ 2５.0％ 

９ 
【市民】職場における平等意識 

「職場」における男女の平等感について「平等」とする市民の割合 
23.2％ 25.6％ 35.0％ 

10 【事業所】女性管理職がいない事業所の割合 32.5％ 
45.9％ 

(28社/61社) 
減らす 

11 家族経営協定の締結数 
4.8％ 

(４社/８２社) 
10.4％ 20.0％ 

12 男性市職員の育児休業取得率 
0.0％ 
（H29） 

０．０％ 5.0％ 

13 認定こども園・保育所・その他の施設における一時預かり事業 
１４か所中 
９か所 

9か所中 
7か所 

全施設 

14 市内における放課後児童クラブ（学童保育）で待機児童がいる地区 0か所 0か所 維持 

15 自治会長の女性の割合 12.0％ 12.3％ 20.0％ 

16 防災に関する会議の女性委員の割合 0.0％ 4.４％ 20.0％ 

17 【市民】ＤＶ被害について「どこ（だれ）に相談してよいか、わからなかった」割合 15.8％ 24.0％ 減らす 

18 【市民】ＤＶに関する相談窓口の認知度 55.2％ 63.1％ 75.0％ 

19 虐待のおそれがある児童数 77人 27人 減らす 
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計画（PLAN） 

目標を設定し、 

目標達成に向けた

活動を立案する 

実行（DO） 

計画に基づき、 

活動を実行する 

点検・評価

（CHECK） 

活動を分析した結

果を整理・集約・分

析し、考察する 

改善（ACTION） 

考察結果に基づき、

計画の目標、活動 

などを見直す 


